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今帰仁村は、 沖縄県北部に位置する中山間地域である。 筆者 (新城) は、 今帰仁村の教育長という立場で保 ・ 幼 ・ 小 ・ 
中 ・ 高の 「地域型一貫校」 を標榜し、 様々な教育施策を立ち上げ、 地域の活性化と教育課題の解決に取り組んできた。 ま
た、 キャリア教育を教育改革の中核に据え、 校種間の連携と教職員の連携 ・ 協働を目指し、 教育施策である連携教育事業
とキャリア教育事業を企画 ・ 実行し、 地域活性化を図ってきた。
本稿は、 その教育施策にかかる実践プロセスを整理した上で、 児童 ・ 生徒 ・ 教師 ・ 保護者を対象とするアンケート調査
に基づき施策の成果と課題を分析し、今後の今帰仁村の 「校種間連携の在り方」 や 「キャリア教育事業の在り方」 を提言
した。 さらに、 兵庫教育大学教職大学院教育政策リーダーコースでの学びと照らし合わせ、 地域教育経営の在り方を考察
した。注' ) 
キーワード: 地域教育経営、 校種間連携、 キャリア教育、 地域の活性化、 教育長
I 問題の背景と研究の目的
沖縄本島の北部で中山間地域に位置し農業を基幹産業
とする今帰仁村 (以下 「本村」) には、 村内に県立北山
高等学校 (以下 「北山高校」) がある。 北山高校は、 各









があった。 その後、 統廃合案が浮上した。 県立高等学校
編成整備計画では本村の北山高校に統廃合される結果と
なったが、 理数科の定員割れが恒常化し、 廃科になる可
能性があり、 そう なった場合、 更に生徒数が減少し将来
の存続にも影響を及ぼすことになる。 北山高校の理数科
は設置当初 2 クラスあったが、 設置から20年が経過し、
進学に特化した普通高校への進学や北山高校からの国公
立大学合格者数の減少などもあり、 近年では、 1 クラス
の過半数にも満たないほどの衰退を見せていた。
当時 (2012年 3 月)、筆者 (新城) は今帰仁村教育委
員会事務局 (以下 「本村教委」) の指導主事として主に
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説いた。 また、 国立教育政策研究所(2011) は、児童・ 
生徒のキャリア教育の展開に必要な 「縦」 と 「横」 の連
携を活性化 ・ 持続させるために、 都道府県 ・ 市町村教育
委員会による支援とリーダーシップの重要性を指摘した。
そこで、 本稿では、 その教育施策にかかる実践プロセ
スを整理した上で、 児童 ・ 生徒 ・ 教師 ・ 保護者を対象と
するアンケート調査に基づき施策の成果と課題を分析し、





















運ができあがる (p 8)。」 と指摘しているが、 次節で詳
述するよう に、 継続性と一定の効果があったと考えられ
る。 
2 . 保・ 幼・ 小 ・ 中・ 高一貫教育 「北山学園プロジェク
ト」 の取組
( 1 ) 保・ 幼・ 小の連携
沖縄は幼児教育の仕組みが特殊である。 戦後、 アメリ
カの政策で幼稚園が小学校に併設され、5 歳児教育はそ
こで担われてきた。 本村は、 中山間地域のため、 民間の









園」 運用開始に向け、 建設計画を推進し、 幼児教育カリ
キュラムの整備、 保育所と幼稚園合同での 「わらべ歌の
取組」 を行い、 連携を強化している。 幼保一体化施設の
構想は、 北山学園プロジェクトの趣旨と保 ・ 幼 ・ 小の連
携を強化し、 村内の3 小学校の施設内や隣接して、 民間
保育所を誘致し、 認定こども園を新設するという壮大な
計画である。






幼稚園 ・ 小学校で活かし、幼小連携を進めている。 また、
2020年からは本村の中心にある今帰仁小学校の敷地内に
認定こ ども園を開設し、 保 ・ 幼 ・ 小の連携教育のノ ウハ
ウを他の2 小学校に隣接する民間保育園との連携 ・ 協働
に発展させ、 幼児教育の充実を期す予定である。
( 3 ) 小 ・ 中の連携
教員研修として、小中連携授業研究会があり、小学校









仮定し、 学力検査を行い、 基礎基本の定着を図り、3 小
学校の交流と中学校入学への意欲付けを行っている。 さ
らに、 本村教委が主催する 「少年の翼事業」 は、 小学校
今帰仁村における地域教育経営の在り方
6年生を対象に山形県酒田市との交流事業を行う。 参加




( 4 ) 中・ 高の連携
今帰仁中学校と北山高校の連携の特色は、村教委と県
教委の管轄の垣根を越え、 他の地域には真似のできない
連携体制ができることである。 一村1 校体制 (中学校も
高校もそれぞれ1 校) という条件と地理的に近い条件、
更に村当局の財政支援や管理職の理解によるところが大
きい。 特色ある取組としては、「プレ高校入試」 である。 
今帰仁中学校の中学校 3 年生の2 学期に北山高校で高校




力が一村 1 校の中高連携の利点である。 また、 職員の連








( 5 ) その他の連携
その他の連携としては、 校長研修会、 教頭研修会、 教
務主任研修会、 養護教論研修会、 図書館司書研修会、 特
別支援コー デイネー タ一研修会、学校職員交流会がある。 
各職種別の研修会も本村教委が主催し、 合同で行ってい









援事業」注2) を活用し、 キャリ ア教育の推進に力を入れ




育とキャリ ア教育の融合は、 子ども達のキャリ ア発達を
促し、 地域に仕事を創るために帰る人材の育成を目指す。




( 1 ) キヤリ アコー デイネー タ一 配置事業
キャリア教育コー デイネー タ一 を村教委事務局に配置
し、 産学官の連携の下、各学校のキャリア教育に関する
支援 ・ 援助に取組む。 主な活動内容は、 各種キャリア教
育事業の推進と各学校で必要とされる地域人材を教科 ・ 















ムの中にある宿泊学習と タイ アップし、 ソーセージ作り
やパン、 味噌づく り等の六次産業体験、 地元の産業であ
る菊農家や畜産、 緑化木農家を訪問して地域産業の理解
と体験を行っている。









( 4 ) 県外イ ンターンシップ事業
村内の中 ・ 高生を対象に県外イ ンターンシップ研修を








ている。 また、 県選出国会議員による案内の下、 国会議
事堂の議場や議員会館、 そこで働く人々の仕事内容のレ
クチヤー 、 更に、 中高生の将来の進学意欲を高めるため
に東京大学キャンパスの見学等、4 泊 5 日の県外研修を
行っている。
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の登校ができず、 本村教委の適応指導教室に通っている
A さんが福岡にあるタ ツチカンパニー (保育園や幼稚園
教師の研修支援企業) で2 泊 3 日のイ ンターンシップ体
験を行い、A さんの将来の目標である保育士 ・ 幼稚園教
諭への道を目指すきっかけ作り をキャリア教育コー デイ
ネー タ一の引率で行った。 その後、A さんは将来の夢を
叶える目標を実現するため、 高校受験にも意欲的に励み、
難関の進学校に合格を果たした。



















目は、 ①~ ⑪は、 北山学園プロジェクトの連携事業 (校
種間連携・ 学校間連携・ 行政との連携) 、 ⑫~ @はキャ
リア教育事業である。 選択肢は、「1 全く感じない」
「2 あまり感じない」 「3 少しは感じている」 「4







ため、 いくつかの項目を取り上げ、 その要因を検討する。 
「⑫教育ファーム」 について中学生の評価が低いことは、
中学校 1 年生しか経験しておらず、 そのため、2 ・3 年
生の評価が低く なったことが考えられる。 「⑮今帰仁村
プロデューサー育成」 について中学生 ・ 高校生の評価が





多いことが考えられる。 「@キャリ ア教育コー デイネー 
タ一配置」 について、 小学生の値が高く、 中 ・ 高生が低
いことは、小学生は、 社会科や総合的な学習の時間等で
コー デイネー タ一が小学校に頻繁に顔を出し、 マイ クロ
バスの運転や地域人材のコーディネート を行い、 アンケー
トの直前に 「⑫教育ファーム」 でお世話になったこと、
中 ・ 高生はコーデイネー タ一の活用が少なく キャリ ア教
育事業に関わる場面が見えづらいことが考えられる。 
1 . 調査の概要 ( 2 ) キャリア教育事業の継続に対する期待
2017年 6 月中旬~下旬、村内全小中学校 (兼次小、今 次に、2017年度で予算措置が終了する沖縄振興特別推
帰仁小、天底小、今帰仁中) 及び北山高校の児童・ 生徒 ・ 進交付金事業注3) を活用したキャリア教育事業(2015年
教職員、今帰仁中学校・ 北山高校の保護者を対象として 度~ 2017年度) の継続に対する要望について検討する。 
北山学園プロジェクトに関するアン
ヶー ト調査を実施した。 児童生徒及 表 1 北山学園プロジェク トに関する児童生徒' 教職員 ' 保護者の評価
び保護者については, 学級担任を通
じて配布 ・ 回収した。 回答をもって
調査協力の同意を得たものとした。 
回収数 (回収率) は、 小学生: 195 
(95%)、中学生: 255 (86%)、高校
生 : 293 (98%)、教職員: 100 (67 
%)、保護者: 183 (33%) であった。 
2 . 調査の結果








児童 ・ 生徒 
「興味・ 関心・やる気に繁がったか」 ? 
教員 ・ 保護者 
「今帰仁村の人材育成に繁がったか」 ? 
小学生 中学生 高校生 教職員 保護者 
連携事業 
① プレ中学校入試 2. 92 2. 90 2.76 3.00 3 08 
② プレ高校入試 2.90 3.07 2.96 3 'll '1  
③ 中学生海外短期留学 2.81 3 60 3.37 2 98 
④ 東ティ ーモールとの交流 3.53 3 88 3.03 2.70 3. 36 
⑤ 学習支援ボラ ンティア 2.87 3 13 3 11 
⑥ 少年の翼 3 !50 3.25 2.99 3.31 3.23 
⑦ 教職員交流会 2. 69 ? 89 
⑧ 小中連携授業研究会 2. 88 3 00 
⑨ ミル ト ン高校への海外短期留学 3.26 3 36 3. 21 
⑩ 子どもが作る弁当の日 3 54 3.12 2. 93 3.00 3 01 
⑪ 北山高校魅力化公営塾 2.89 3 ク0 3 11 
キャリ ア
教育 
⑫ 教育ファーム 3 !57 2. 64 3. 20 2. 97 
⑬ 県外イ ンターンシップ 2.58 2.84 3 15 3 07 
⑭ スーパー講師招聘 3.09 3.00 3.04 3 14 3 10 
⑮ 今帰仁村プロデューサー育成 2.54 2.72 3 14 3. 05 
⑯ 生き方支援元気ア ッ プ 3 11 2 90 
キャ リア教育コー デイネー タ一配置 3 !58 2.53 2.67 3.17 2 98 
択 あ
いる」 であり、 それそ'れを1 点~ 4点とする平均値を算出した, なお
事業である.








① 教育ファ ムー 3 57 3.31 3.26 3.09 3.26 
② 県外インターンシップ 3.46 3 47 3.39 3.33 
③ スーパー 講師招聘 3.09 3.40 3 45 3.03 3.43 
④ プロデューサー育成 3.22 3 30 3.04 3.29 
⑤ 生き方支援元気アップ 3.16 3 38 
⑥ キャリア教育コー デイネー タ一配置 3.58 3 62 3.32 3.43 3.40 
注1 : 選択肢は、 「1 終了して良い」 「2 内容を検討し、別事業を実施」 「3 内容を修正し、継続」 「4 是
非、継続して欲しい」 であり、それそれを1点~ 4点とする平均値を算出した。 なお、空欄は、校種によって経
験していない事業である。
注2 : 主体間比較において最も高い平均値を下線及び太字で示した。 
表 2 は、 キャリア教育事業の継続に対する期待に関する
回答結果を示したものである。 各項目の選択肢は、「1
終了して良い」 「2 内容を検討し、 別事業を実施」
「3 内容を修正し、 継続」 「4 是非、 継続して欲しい」














欄には、 「様々なこ とを企画 ・ 実施しているが、 良いも
のは残しつつ、 精選が必要(教員 )」、 「すぐに成果の出
ることではないので継続的に種をまき続けて欲しい(教
員)」、 「もっと村民や村外(高校保護者) に情報発信し












う。 また、 課題としては、 施策の精選と充実が浮き彫り
























収集 ・ 分析 ・ 構想) 、 教育行政マネジメ ント特論演習II 
(企画 ・ 実行 ・ 判断) のマネジメ ント部分、 さらに、 リー
ダーシップの内容と して教育行政リーダーシップ特論演
習 I (組織人事) 、 教育政策リーダーシップ特論演習II 
(理念浸透) が設定されている。 この科日は、 全国5 カ
所での教育行政ト ップリー ダー セミナー との同時開催で
あり、全国の教育長や学校長、行政幹部職員等と共に演
習を行う。
兵庫教育大学 (2016) によれば、 本プログラムの前提




全体構成は、 マネジメ ントに関する領域と して1 . 情報
収集 2 . 分析 3 . 構想 4 . 企画、 5 . 実行 6 . 判断の6 
プロ グラム、 リーダーシップに関する領域と して1 . 組
織人事 (①組織②チーム③個人)、 2 . 理念浸透 (④理
念浸透の考え方、⑤対話する力、⑥伝える力) の6 プロ
グラムの計12 プログラムで構成されている (兵庫教育大
学新時代対応学校管理職マネジメ ント研究会2017 ・2018 
a・2018b)。
以下では、 本プログラムと自身の教育施策を重ね合わ
せ、 教育長と しての施策実施における自己評価を行う。 
1 . マネジメント領域(対課題面の能力)
( 1 ) 情報収集
情報収集とは現状を把握すること。 しかし、自分1 人
での情報収集は偏りがある。 それは経験が偏らせている






130 学校教育学研究, 2018, 第31巻





( 3 ) 構想
構想とは、 現状を把握した上で、 ありたい姿(目的
目標) を設定し、「方策」 を決定することである。 構想
も情報収集から繋がっており、 分析を加えたうえで関係
者と共に構想する。 ありたい姿とは、 子ども達がイメー
ジできるものでなければならない。 児童 ・ 生徒のありた
い姿である。
( 4) 企画
企画とは、「ありたい姿」 に向けた方策を 「企画」 す





実行とは、「変革」 や 「新しいこと」 を実行すること
である。 実行を成功に導く ためには、 ①ビジョ ンを構築
し、 伝える ②抵抗者に対処する ③一里塚をおいて成
果を確認・ 称賛する④見直し、 強化する、 という4 つの
ステップが必要である。
( 6 ) 判断
判断とは、 これまでの情報収集や分析、 構想、 企画、
実行の全体に通じるものである。 リーダーは過去に経験
したことがないことがあっても 「判断」 しなければなら
ない。 「健全」 な判断とは、 自分の視野、 視界だけでな
く、 全体的で俯瞰的な視点で判断する必要がある。 「健














2 . リーダーシップ領域 (対人面の能力)





りがい」 や 「負担感」 を把握する。 
( 2 ) 組織・ 人事 (②チームを見る)
リーダーと してチームの状態を見て、 強みや課題を把
握し、 チーム力を高める。 良いチームの要件には、 解放、
相互信頼、 目的 ・ 目標共有、協働意欲、 完遂、 挑戦、 相
互成長の 7 つがある。 チームとは、自分を含めた幹部チー
ム、 観察、 指導対象と しての実践チームがある。
( 3 ) 組織・ 人事(③個人を見る)





( 4 ) 理念浸透 (考え方)
リーダーと しての理念を組織内外に浸透させなければ









( 6 ) 理念浸透 (伝える力)
リーダーと しての理念を多く の人に伝え、 相手が共感
できる力が必要である。 そのために伝わる形に編集し、
話し方表情・ 姿勢、 解りやすい話術が大切である。 その
ためのト レーニングが重要である。 
このリーダーシッププロ グラムの理念浸透の方法が組


















筆者は、 本村の主要教育施策の 「北山学園構想 ・ 北山





ある。 しかし、 その実践が地域や保護者、 学校現場、 児
童生徒の声に反映されたものであったとは言えない。 そ
こで、 客観的なデータとして、 村内の小学校5 年生から
高校生までの児童生徒、小中高の教職員、 保護者1000名





の不足、 指導主事、 事務局職員の育成にはならない。 本
プロジェクトの企画・ 構想、 実施には村教委での説明 ・ 
承認、 学校長の月一回の校長会での説明、 指導主事、 事
務局職員への理念浸透、 また、 住民への周知方法として
月 1 回の村広報誌での理念の説明や実施状況の連載等、
必要な措置は講じてきた。 しかし、 独断と ト ップダウン
の実施方法には反省しかない。 本来、 教育政策や教育基
本計画の策定は地域や関係者の意見や要望を集め、 案や
方向性を示した上でパブリ ックコメ ントの収集等、 時間
と手順を踏んで行われるべきものである。
教育政策の策定や教育の長期計画に匹敵する重要なプ






間で多くの種を蒔いてきた。 熟慮より実践、 不都合やl割1 
船があれば修正することを心がけてきた。 兵庫教育大学
(2016) によると、 これまでの教育長は、 調整 ・ 維持型


















図 1 ト ップリーダーに見られる4 つのタイプ
出典 : 兵庫教育大学 (2016) より
人材が求められる。」 と述べている。 自らも 「学び続け




間、充実発展をした 「北山学園プロジェクト」 の3 年間
は、 学力向上を始め、 学校活性化、 地域活性化の推進と
いう一定の成果を収めた。 夢や希望を具体的に持つ生徒
や、 地域の良さの理解や地域に主体的に貢献しよう とす
る児童 ・ 生徒が増えた。 北山高校では、 国公立大学の入
学実績が向上し、 課題だった理数科の入学数も増加に転












施策 「北山学園プロジェクト」 の充実・ 発展に向け、 村
教育行政のアドバイザーや学校支援地域本部等の支援者
と して、 コミ ュニティ スクールの立ち上げや学校を核と
したスクール ・ コミ ュニティ の実現に向け、 組織マネジ











しれないが、 キャリア教育をとおして多く の種を蒔く こ











かし、 保育所、 幼稚園、 小学校では地域を知り、 地域の
特性を理解できる 「ふるさと教育」 の事業が少ないこと




















また、 キャリ ア教育の実践においても、 「キャリ ア教
育の断片」 (藤田 2014 、p 91) を教育活動の中に見い
だしていく ことが重要となる。 さらに、 田中他(2012) 
が、 キャリア教育コーデイネー タ一 を活用することによっ
て学校外の地域資源を活かしたキャリア教育が出来るよ
う になると述べているよう に、 本村では、 キャリア教育




繋ぎ、 様々な連携を行ってきた。 そのよう な視点から連
携教育を推進するために 「キャリア教育」 を学校間 ・ 校
種間を貫く柱として機能させたのである。
「今帰仁村地域型一貫教育イメージ」 を図2 に示して





デイネータ一 ・ 地域人材) ・ モノ(地域環境) ・ カネ(財
源・ 教育予算) ・ コト(事業) を活用し、 特色ある教育
施策を展開していく ことが重要と考える。
カリキュラム開発を目指し研究開発学校を活用した
「ふるさと教育」 と 「キャリア教育」 の融合、 ライフキャ
リア教育を意識した身近な場所にいる大人をロールモデ
ルと して活用するこ とが今後の課題である。 児美川
(2015) の提言するワークキャリ アに傾斜するのではな
く ライ フキャリ アにも目配り したキャリ ア教育と して、
広い意味で捉えたい。 学校間・ 校種間だけの連携から脱
却し、 学校を核とした保護者 ・ 地域 ・ 行政のより強固な
連携によるスクール ・ コミ ュニティ を目指していく こと
図 2 今帰仁村地域型一 貫教育イメージ図
出典 : 著者作成




を目指すことが学校 ・ 地域の更なる発展に繋がる。 その
上で、 コミ ュニティ ・ スクールの効果的活用等を通して
学校 ・ 家庭 ・ 地域・ 行政が一丸となって協働できる地域
創りが求められる。 
【注】
1 ) 共著者による役割分担は、第1 著者 (新城) が構想・
実践・ 調査実施・ 分析・ 考察、第2 ・3 著者が第 1
著者の役割に対する指導助言 (特に調査実施及び分
析 ・ 考察) 及び執筆支援である。
2 ) 地域型就業意識向上支援事業は、沖縄県商工労働部
雇用政策課が沖縄振興特別交付金を活用して 「若年
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